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縄文時代から続く
T号音』を学ぶ

'ぷ　ｰ'--'-　　　-一一　　一匹

　５町（壬生町、石橋町、上三川町、南河内町、国分寺町）

合同文化財巡回展が６月26目～７月９目まで、町生涯学習

館で行われました。

　身を飾ったり、部屋を飾ることなどにより、心や気持ち

が豊かになります。しかし、長い歴史の中には、飾ること

により仲間を表したり、権威を人々に示したりしました。

　今回は、縄文時代の大昔から続くこの『飾る』をテーマ

に行われ、５町から出土した土器や埴輪が展示され、多く

の人でにぎわい縄文土器の縄目模様などを興味深く見入る

姿が見られました。



背なら詣lt･包鈍感も

心

　
警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成

７
年
中
に
刑
法
犯
と
し
て
補
導
さ
れ
た

少
年
（
1
4
～
1
9
歳
の
男
女
）
は
約
1
2
万

６
千
人
。
前
年
に
比
べ
約
５
千
人
減
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
成
人
を
含
め
た
刑

法
犯
の
総
検
挙
人
員
の
半
数
近
く
を
少

年
が
占
め
て
お
り
、
依
然
、
少
年
非
行

は
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
あ
り
ま
す
。

☆
栃
木
署
管
内
の
非
行
別
補
導
人
員

(平成７年栃木警察署管内)

◆
凶
悪
事
件
や

　
　
　
　
集
団
犯
罪
の
増
加

　
犯
罪
の
内
容
を
み
る
と
、
最
も
多
い

の
は
万
引
き
な
ど
の
窃
盗
犯
で
す
。
こ

こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
恐
喝
や
強

盗
、
放
火
と
い
っ
た
凶
悪
で
粗
暴
な
事

件
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
よ
る

タ
ク
シ
ー
強
盗
事
件
（
京
都
府
）
や
逓

続
放
火
事
件
（
茨
城
県
）
な
ど
、
こ
れ

ま
で
大
人
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い

た
犯
罪
が
、
少
年
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
年
非
行
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し

て
犯
罪
の
集
団
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

専
門
学
生
６
人
に
よ
る
睡
眠
薬
を
利
用

し
た
連
続
強
盗
・
婦
女
暴
行
事
件
（
神

奈
川
県
）
や
、
無
職
の
少
年
ら
に
よ
る

リ
ン
チ
殺
人
事
件
（
大
阪
な
ど
３
府
県
）

な
ど
、
非
行
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
犯
行
が

目
に
つ
き
ま
す
。
集
団
化
す
る
こ
と
で

犯
罪
の
度
合
い
が
拡
大
し
、
事
件
の
凶

悪
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
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●
落
ち
着
き
が
な
く
な
リ

　
を
避
け
た
り
す
る
よ
う
】

●
さ
さ
い
な
こ
と
で
怒
る
」

に
な
る

）

で
は
、
い
じ
め
が
原
因
で
起
こ
る
事
件

や
女
子
が
性
的
被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

◆
凶
悪
な
犯
罪
へ
と

　
　
　
　
　
　
エ
ス
カ
レ
ー
ト

　
少
年
非
行
は
い
つ
も
、
万
引
き
な
ど

の
軽
い
犯
罪
か
ら
始
ま
り
、
し
だ
い
に

集
団
に
よ
る
恐
喝
や
暴
行
な
ど
凶
悪
な

犯
罪
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
な
ど
周
り
の

人
が
そ
の
兆
候
を
早
く
発
見
し
対
処
す

る
こ
と
が
、
非
行
を
防
止
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

W

宅
時
間
が

ど
髪
型
や

い
た
リ
家

、
親
に
反

２



　
い
じ
め
が
原
因
で
自
殺
し
た
り
、
仕
　
　
傷
害
事
件
な
ど
の
発
生
が
少
年
非
行
に

返
し
の
た
め
に
殺
人
に
及
ん
だ
り
１
．
　
　
お
け
る
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
中
に
警
察
庁
が
扱
っ
た
い
じ
　
　
以
前
は
「
学
校
内
」
が
多
か
っ
た
い
じ

め
を
原
因
と
す
る
事
件
数
は
１
６
０
件
。
　
め
の
発
生
場
所
も
、
最
近
で
は
「
学
校

前
年
に
比
べ
約
5
5
％
の
増
加
で
す
。
ま
　
　
外
」
が
増
え
て
お
り
、
い
じ
め
に
よ
る

と
、
補
導
し
た
少
年
も
５
３
４
人
と
約
　
　
非
行
防
止
の
た
め
の
家
庭
の
役
割
は
ま

4
4
％
も
増
え
、
い
じ
め
に
端
を
発
し
た
　
　
す
ま
す
犬
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
表
情
が
暗
く
な
り
、
口
数
も
少
な
く
オ
ド
オ
ド
す
る
よ
う
に

　
な
る

●
持
ち
物
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
壊
さ
れ
て
い
た
り
す
る

●
家
か
ら
無
断
で
品
物
や
お
金
を
持
ち
出
す
よ
う
に
な
る

●
衣
服
が
汚
れ
て
い
た
り
、
ケ
ガ
を
し
て
い
た
り
す
る

●
学
校
を
早
退
し
て
く
る

●
『
学
校
に
行
き
た
く
な
い
』
な
ど
と
言
い
出
す

●
登
校
時
間
に
な
る
と
突
然
熱
が
出
る
な
ど
体
の
具
合
が
悪
く

　
な
る

　
見
知
ら
ぬ
異
性
同
士
が
電
話
で
簡
単
　
　
強
要
さ
れ
た
り
覚
せ
い
剤
な
ど
葉
物
を

に
知
り
合
え
る
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
　
　
譲
り
受
け
た
り
す
る
な
ど
、
女
子
が
性

を
き
っ
か
け
に
し
た
犯
罪
が
増
え
て
い
　
　
的
被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
は
と
ん
ど

ま
す
。
こ
の
場
合
、
男
性
か
ら
売
春
を
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
・
’
一
二
　
＼
一
　
　
一
・
　
＼

　
●
見
慣
れ
な
い
も
の
や
高
価
な
物
を
も
つ
よ
う
に
な
る

　
●
年
齢
に
合
わ
な
い
格
好
を
す
る

　
●
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
頻
繁
に
呼
び
出
さ
れ

　
　
外
出
す
る

　
●
家
出
を
し
て
も
お
金
に
困
っ
た
様
子
が
な
い

　
県
の
警
察
本
部
や
各
警
察
署
で
は
、

少
年
の
非
行
や
家
出
、
自
殺
な
ど
を
防

止
す
る
た
め
に
「
少
年
相
談
」
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
「
ヤ
ン
グ
・
テ

レ
ホ
ン
」
「
い
じ
め
１
１
０
番
」
な
ど

電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
問
題
で
悩
む
保
護
者
は

も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
に
も
悩
み
を
打
ち
明

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
だ
ち
か

ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
心
理

学
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
も
つ
専
門
職

員
や
経
験
豊
富
な
婦
人
補
導
員
な
ど
が

◇
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン

◇
い
じ
め
１
１
０
番

適
切
な
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
非
行
へ
の
兆
候
が
み
え
た
り
悩

ん
で
い
た
り
し
た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
し

ａ
０
２
８
－
－
６
２
４
－
４
１
５
（
‥
／
）

ａ
０
２
８
－
６
２
７
－
５
５
８
（
ｘ
）

浪
往
返
尚
々
十
二
憚
夏
子
翁

「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
社
会
を
　
　
年
健
全
育
成
実
施
晏
員
会
主
催
に
よ
る
　
　
　
主
張
見
入
一

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

呵
青
少
年
問
題
協
議
会
並
び
に
呵
責
少

三
瀬
弁
護
士
に
よ
る

　
　
　
特
別
講
演
の
よ
う
す

青
少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど
い
が
７
　
　
０
社
会
人
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
広
資

月
６
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
　
　
『
私
の
消
防
感
』

お
母
さ
ん
方
な
ど
を
中
心
に
約
６
０
０
　
　
０
壬
生
高
校
３
年
　
　
　
新
籾
佳
世
子

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
を
体
験
し
て
』

　
当
日
は
、
青
少
年
健
全
育
成
実
施
委
　
　
○
謝
犬
飼
中
学
校
３
年
　
岩
田
　
賢
治

員
長
の
野
村
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
を
は
　
　
『
い
つ
も
つ
り
合
う
天
秤
の
よ
う
に
』

じ
め
、
清
水
町
長
、
塩
田
栃
木
警
察
署
　
　
○
壬
生
中
学
校
３
年
　
　
大
場
久
美
子

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
社
会
人
・
高
校
　
　
『
同
世
代
の
み
ん
な
こ

生
・
中
学
生
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成
　
　
　
標
　
　
よ
一

主
張
発
表
や
発
表
者
お
よ
び
標
語
入
賞
　
　
◇
最
優
秀

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
三
上
　
あ
や
（
壬
生
中
２
年
）

　
ま
た
、
弁
護
士
の
三
瀬
顕
先
生
に
よ
　
　
○
『
い
け
な
い
よ
』

る
「
親
八
方
に
つ
け
る
妙
薬
」
と
題
し
　
　
　
　
止
め
る
勇
気
　
そ
の
子
の
た
め
に

た
特
別
講
演
も
行
わ
れ
、
家
庭
教
育
の
　
　
◇
優
　
秀

重
要
性
に
つ
い
て
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
　
　
　
黒
川
　
敏
孝
（
壬
生
中
２
年
）

な
が
ら
の
話
に
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
　
　
　
五
味
田
敬
　
互
生
中
２
言

に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
大
森
あ
ゆ
み
（
南
犬
飼
中
２
年
）

３

少
年
健
全
育
成
町
民
の
つ
ど



ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

童
養
育
家
庭
へ
の
助
成
に
つ
い
て

　
2
1
世
紀
を
担
う
子
ど
も
・

に
、
養
育
家
庭
へ
の
支
耀

手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
一

ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
土

１
－
－
ｊ
－
ｊ
ｉ
ｌ
ｌ
―
―
－
－
－
－
―
－
－
－
－
－
１
－
１
１
１
１
１
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
ｊ
－
―
－

、
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
うし

て
、
児
童
手
当
、
遺
児

扶
養
手
当
の
制
度
が
あ
り

祝
日
及
び
振
替
休
日
を
除

前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
町
民
生
部
福
祉
課
に

、
随
時
受
付
て
お
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　
一

章
子
当
の
限
度
額
欄
を
、
そ
の
他
の
年
金
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
さ
ら
に
特
例
給
付

の
限
度
額
欄
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
限
度
額
は
、
児
童
を
養
育
す

る
方
の
平
成
７
年
分
の
所
得
税
法
上
の

扶
養
人
数
の
欄
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
所
得
額
は
、
平
成
７
年
分

の
所
得
額
か
ら
一
律
に
８
万
円
を
控
除

し
た
額
と
な
り
ま
す
。

Ｏ
手
当
月
額

　
・
第
一
手
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

　
・
第
二
子
　
　
　
　
５
、
０
０
０
円

　
・
第
三
子
以
降
　
１
０
、
０
０
０
円

Ｏ
支
給
月

　
６
月
、
1
0
月
、
２
月

遺
児
手
当
　
牛

　
遺
児
手
当
は
、
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
方
が
死
亡
し
た
児
童
（
義
務
教
育
修

ｒ
前
）
を
養
育
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
町
民
税
の
所
得
割
を
課
せ

ら
れ
な
い
場
合
だ
け
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
手
当
月
額

　
・
児
童
一
人
あ
た
り
３
、
０
０
０
円

Ｏ
支
給
月

　
６
月
、
９
月
、
1
2
月
、
３
月

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
が
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
父
親
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
家
庭
な
ど
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
の
年
齢
は
、
穏
威
到

達
の
年
度
末
ま
で
で
す
。

　
離
婚
等
の
事
実
の
発
生
時
点
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
、
請
求
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
に
よ
っ

て
全
額
、
一
部
支
給
停
止
、
ま
た
は
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｏ
ｆ
当
月
額

　
・
児
童
一
人
　
　
４
１
、
３
９
０
円

　
・
児
童
二
人
　
　
４
６
、
３
９
０
円

　
・
児
童
二
人
以
降
　
３
、
ｏ
ｏ
ｏ
円
加
算

　
※
二
郎
支
給
停
止
は
、
Ｉ
Ｊ
、
７
０
０
円

　
　
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

⑤
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
1
2
月

　
　
　
一
一

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神
ま
た

は
身
体
に
障
害
（
一
級
・
二
級
）
の
あ

る
児
童
（
2
0
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
定
の
所
得
額
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

○
手
当
月
額
（
一
人
あ
た
り
）

　
二
級
該
当
　
　
５
０
、
３
５
０
円

　
・
二
級
該
当
　
　
３
３
、
５
３
０
円

○
支
給
月

　
４
月
、
８
月
、
Ｈ
月

問
合
せ
先

各
種
手
当
の
請
求
方
法
や
対
象
児

童
、
所
得
制
限
な
ど
詳
し
く
は
、

・
町
民
生
節
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
－
１
３

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
の
限
度
徴
表
の
よ
う
に

所
得
に
よ
る
川
附
加
あ
り
ま
す
。

　
国
凡
手
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
児W
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差
別
の
な
い
希
望
と
活
気
に
み
ち
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

　
憲
法
第
1
4
条
は
「
す
べ
て
の
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信

条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的

関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
こ

と
国
民
の
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
を
と
り
ま

く
社
会
に
お
い
て
は
、
今
日
で
さ
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ
り
、
な
か
で
も

被
差
別
部
落
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
同
和

問
題
は
非
常
に
深
刻
な
社
会
問
題
と
し

同和問題講演会
　同和問題についての正しい理解と認識を深め

ていただゃくためい一次のとお与同租問題講演会を

開催しますよ：．･･．･･　．．・．･．　　　・．　　･･．

○日　埓　　８月20日（火）

　　　　　　午後１時30分～３時30分

諮会　場　　黒磯市文化会館

て
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
同
和
問
題
は
、
民
主
主
義
の
根

本
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
一
刻
も

放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を

目
指
し
、
県
、
淑
釘
付
け
も
ち
ろ
ん
各

種
民
間
団
体
で
構
成
し
て
い
る
栃
木
県

同
和
対
策
推
進
県
民
会
議
で
は
、
８
月

１
口
か
ら
３
１
目
ま
で
の
Ｉ
か
月
間
を

「
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
強
調
月
間
」

ま
た
、
］
‥
に
月
４
口
か
ら
1
0
口
ま
で
の

『
人
権
週
間
』
を
「
同
和
対
策
推
進
県

民
運
動
強
調
週
問
」
と
定
め
、
集
中
的

啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
基
本
的

人
権
を
催
眠
す
る
意
識
を
高
め
、
同
和

　　　　　　　　～人権は民族や国家を

　　　　　　　　　　　　　越えて存在する～

　上　＞　　　・講　師　静岡県立大学国際関係学部

‥・．･．．･．･　　　　　　‥　　　･.　　きむ　やんき

犬三、．・二］………1……:……，レ，………1ニ教授:T金　函基　先生

問
題
の
早
期
解
決
を
図
り
、
差
別
の
な

②
ポ
ス
タ
ー
の
標
語
に
つ
い
て
は
、
次
　
　
　
　
�
ｏ
２
８
１
６
２
３
－
３
０
２
６

　
の
中
か
ら
選
ぶ
か
、
ま
た
は
、
創
作

　
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
標
　
語

③
自
作
・
創
作
で
未
発
表
の
作
品
。
　
　
　
ｏ
見
す
ご
す
な
許
す
な
身
近
に
あ
る

①
作
品
は
、
裏
面
に
氏
名
よ
り
が
な
）
　
　
差
別

　
年
齢
、
職
業
（
学
生
は
学
校
・
学
年
）
　
ｏ
知
ら
ぬ
ま
に
し
て
は
い
な
い
か
小

　
及
び
現
住
所
を
明
記
。
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
な
差
別

○
注
意
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
思
い
や
る
心
が
差
別
を
な
く
す
か

①
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て
県
　
　
　
ぎ

　
に
帰
属
し
、
原
則
と
し
て
、
作
品
は
　
　
ｏ
い
わ
れ
な
き
差
別
す
る
ま
い
さ
せ

　
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ま
い

②
入
賞
作
品
は
、
拙
作
す
る
こ
と
が
あ
　
　
ｏ
差
別
な
き
郷
上
づ
く
り
は
み
ん
な

　
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
主
役

○
締
切
日
　
　
　
９
月
3
0
日
必
着
　
　
ｏ
平
等
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
か
ら

○
応
募
及
び
問
合
せ
先
　
　
　
　
　
　
ｏ
認
め
合
う
心
が
結
ぶ
住
み
よ
い
社

　
〒
3
2
0
宇
都
宮
市
橋
田
Ｉ
－
―
－
2
0
　
　
　
会

　
栃
木
県
生
活
環
境
耶
㈲
相
対
策
謀

い
社
会
、
さ
ら
に
は
２
１
他
見
に
向
け
て
　
「
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

茎
言
言
白
石
ム
装
－
　

ひ
と
り
親
家
庭

と
ち
ぎ
新
時
代
－
を
築
く
こ
と
を
目
標
　
‐
‐
‐
‐

に
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
　

一
　
　

医
療
員
の
助
成
拡
大

○
募
集
の
ね
ら
い

　
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
目
指
し

　
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と
。

○
応
募
資
格

　
県
内
に
居
住
す
る
中
学
生
以
上
の

　
方
。

○
応
募
規
定

①
原
則
と
し
て
Ｂ
３
判
（
タ
テ
5
2
ｍ
・

　
ヨ
コ
3
6
ｍ
）
縦
型
（
但
し
、
高
校
一

　
般
の
部
は
Ｂ
２
判
縦
型
で
も
可
熊

　
パ
ネ
ル
の
使
用
は
不
旺
。

平
成
８
年
度
か
ら
、
母
子
家
庭
を
対
　
　
◇
対
象
者
（
い
ず
れ
も
満
摺
威
に
達

象
と
し
て
い
た
医
療
費
の
助
成
を
「
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
」
と
し
て
父
子
家

庭
ま
で
拡
大
し
、
助
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ

り
、
例
え
ば
、
扶
養
親
族
一
人
の
場
合

で
年
収
３
９
７
万
９
千
円
以
上
の
方

は
、
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
町
民
生
部
福
祉
課
へ
照

会
の
う
え
助
成
対
象
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
し
た
年
度
末
ま
言

　
・
母
子
家
庭
の
母
と
子

　
・
父
子
家
庭
の
父
と
子

　
・
父
母
の
い
な
い
子

◇
適
用
時
期

　
平
成
８
年
４
月
―
日
か
ら

◇
問
合
せ
先

　
町
民
生
節
福
祉
課
医
療
福
祉
係

　
　
　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
２
５

５
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☆日時９月４日(水)午前８時10分から12時50分

☆会場羽生田地内黒川何川敷(黒川の里ふれあいプール西側)
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○
訓
練
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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昨年の訓練より

9:25～9:55
9:55ヽ，

　　10:05

10:05～

　10:10

10:10～

　10:15
10:15ヽ」O:25～10:5010:25

10:50～

　　11:05

11:25～

　　】】:35

11:35

　/

H:45

11:45

11:55

11:55～

　12:05

12:（

　/

12:1

12:15～

　12:25

よ
る

ろ

し

　
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
火
災
の
発
生
に
よ
り
、
倒
壊
、

、
焼
失
家
屋
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
、
応
急
仮
設
住
宅
を

設
置
す
る
。

　
電
話
目
縁
が
地
震
に
よ
り
不
通
と
な
っ
た
た
め
、
電

話
回
線
の
応
急
復
旧
を
行
う
と
と
も
に
、
家
族
の
安
否

を
確
認
す
る
た
め
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
地
震
に
よ
り
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
転
倒
、
配
管
が
破
損
し

ガ
ス
が
漏
れ
、
漏
れ
た
ガ
ス
に
何
ら
か
の
火
が
着
火
炎

上
し
た
た
め
、
消
火
を
行
う
。

　
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
、
広
報
活
動
を
通
じ

て
周
知
す
る
。

　
災
害
弱
者
で
あ
る
児
童
を
、
自
主
防
災
組
織
の
誘
導

に
よ
り
避
難
所
に
避
難
さ
せ
る
。

　
救
援
物
資
が
県
内
各
地
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り

被
災
地
郊
外
の
救
援
物
資
奥
伝
基
地
に
運
び
こ
ま
れ
、

そ
こ
で
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
替
え
ら
れ
た
の
ち
被
災

地
の
避
難
所
へ
運
搬
さ
れ
る
。

　
負
傷
者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
た
め
、
日
赤
に
よ
り

救
護
を
行
う
と
と
も
に
、
血
液
が
不
足
し
て
き
た
の
で
、

血
液
の
輸
送
を
行
う
。

　
負
傷
者
が
多
数
発
生
し
、
医
薬
品
に
不
足
が
生
じ
た

た
め
、
赤
十
字
社
飛
行
隊
の
飛
行
機
に
よ
り
、
現
地
紋

護
所
へ
薬
品
の
空
輸
・
投
ド
を
行
う
。

　
多
く
の
負
傷
者
が
医
療
機
関
に
運
び
込
ま
れ
、
酸
素

等
の
医
療
ガ
ス
が
不
足
し
た
た
め
、
医
療
機
関
の
要
請

に
よ
り
酸
素
等
の
医
療
ガ
ス
供
給
を
行
う
。

　
三
県
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
福
島
県
及
び
茨
城

県
か
ら
自
主
出
勤
に
よ
る
応
援
が
到
着
し
、
救
助
活
動

等
を
行
う
。

　
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
幼
児
か
ら
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
幼
稚
園
児
の
パ
レ
ー
ド
に
よ
り
防
災
の
普
及

啓
発
を
行
う
。

　
女
性
だ
け
に
よ
る
消
防
操
法
に
つ
い
て
抗
言
す
る
。

　
家
庭
で
起
き
や
す
い
火
災
に
つ
い
て
燃
焼
実
験
を
行
う
。

　
危
険
物
火
災
に
つ
い
て
、
消
火
器
を
用
い
て
消
火
す

る
体
験
を
さ
せ
る
。

　
林
野
火
災
の
空
中
消
火
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
消
防
団
に
よ
る
消
火
活
動
の
。
斉
放
水
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
。

フ
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所種ｌ

　
　
別

在
地

伝
承
団
体

・
代
表
者

ブ
」

・
・
‐
‐

｛
・

゛
゛
一
一

｛
バ
レ

・
ｙ
゛
゛
゛
一
一

社
日
を
指
定

T
　
l
i
?
S
育
委
員
会
は
、
平
成
８
年
４
月
2
3
日
付
で
、
新
た
に
次
白

　
の
４
件
を
町
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
⑤

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

壬
生
町
大
字
福
和
田

福
和
田
五
段

軽
部
　
良
夫

五
段
囃
子
の
練
習
に
励
む

福
和
田
五
段
囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ん

　
明
治
時
代
の
初
め
に
、
姿
川
村
の
針
ケ

谷
か
ら
師
匠
を
迎
え
指
導
を
受
け
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
4
0

年
代
ま
で
は
、
東
京
江
戸
囃
子
へ
の
参

　｢‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾１
　１　　　　　　１

ﾊﾟｿﾞ碓

の|地　　　別|

大
き
な
梁
に
特
徴
を
も
つ
、
町
内
に
残

る
数
少
な
い
江
戸
時
代
の
建
造
物
で
す
。

近
年
の
調
査
に
よ
り
こ
の
楼
門
は
、
安

永
９
年
（
１
７
８
０
言
、
田
野
辺
村

（
市
貝
町
）
　
の
宮
大
工
永
野
万
右
衛
門

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
単
語
さ
れ

ま
し
た
。

｀ W ゛

加
や
日
光
二
荒
川
神
社
に
て
披
露
す
る

な
ど
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の

後
継
者
不
足
に
よ
り
活
動
を
中
断
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
５
年
地
元
有
志

に
よ
り
保
存
会
が
再
結
成
さ
れ
、
週
２

度
の
練
習
を
と
お
し
五
段
囃
子
の
保
存

と
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

歓
言
訳
の
楼
門
（
羽
生
田
）

▼
斎
藤
家
一
族
の
墓

の
普
及
に
努
め
た
斎
藤
玄
昌
の
墓
。
玄

昌
の
顕
彰
碑
の
他
、
父
母
、
養
子
夫
婦

な
ど
の
計
７
基
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
て

江
戸
時
代
、
壬
生
蕃
医
と
し
て
種
痘
　
　
い
ま
す
。

▼
解
体
正
図

藩
医
・
斎
藤
玄
昌
、
石
崎
正
達
に
よ
る

壬
生
藩
最
初
の
解
剖
書
。

　
各
臓
器
、
脈
管
、
神
経
系
な
ど
が
高

音
東
湖
な
る
画
人
に
よ
り
、
彩
色
を
も

っ
て
忠
実
に
写
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

W

斎藤家一族の墓

　　　　　(常楽寺)

解　体　正　図

８
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30万人目となった幸運な方は

　　　　　　栃木市の清水裕加さん

　
昨
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
３
６
０

日
目
の
６
月
2
2
日
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館

の
延
べ
人
前
者
数
が
3
0
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。

　
3
0
万
人
目
と
な
ら
れ
た
の
は
、
栃
木

市
の
清
水
裕
加
さ
ん
（
栃
木
市
立
第
５

小
学
校
３
年
生
）
で
、
入
館
と
同
時
に

お
も
ち
ゃ
博
物
館
職
員
か
ら
3
0
万
人
目

の
入
館
者
で
す
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
お

祝
い
に
集
ま
っ
た
大
ぜ
い
の
入
他
者
を

前
に
く
す
玉
を
割
り
、
清
水
町
長
か
ら

大
き
な
ペ
ン
ギ
ン
の
縫
い
ぐ
る
み
な
ど

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
裕
加
さ
ん
は
家
族
や
お
友
だ

ち
６
人
で
同
博
物
館
を
訪
れ
た
そ
う
で
、

「
お
も
ち
ゃ
博
物
館
に
来
だ
の
は
今
日

で
３
回
目
、
今
回
は
急
に
お
も
ち
ゃ
博

入
館
3
0
万
人
目
を
家
族
や
友
だ
ち
と
高
ぶ
清
水
裕
加
さ
ん

　
　
（
写
真
左
か
ら
３
番
目
）

物
他
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
け
ど
、
3
0

万
人
目
に
な
れ
て
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
で

し
た
。
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
他
者
3
0
万
人
を
記
念
し
て
、

町
観
光
協
会
と
お
も
ち
ゃ
博
物
館
内
〃

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
プ
・
提
供
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０

名
の
お
子
さ
ん
に
お
も
ち
ゃ
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

人
事
異
動

　
　
　
　
平
成
８
年
７
月
１
日
付

昇
任
（
　
）
内
は
旧

▽
議
会
事
務
局
主
幹
兼
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
長
補

佐
兼
議
事
係
長
）
染
高
照
一
　
▽
建
設
課
主
幹
兼
管
理

係
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
佐
藤
正
二

▽
企
圃
財
政
課
主
幹
兼
企
圈
調
整
係
長
（
企
圃
財
政
課

長
補
佐
兼
企
圓
調
整
係
長
）
小
久
保
　
誠
　
▽
下
水
道

課
主
幹
兼
業
務
係
長
（
下
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
号

戸
崎
義
男
　
▽
保
健
課
主
幹
兼
保
険
係
長
（
保
健
課
長

補
佐
兼
保
険
係
長
）
関
口
和
義
　
▽
保
健
課
主
幹
兼
健

康
増
進
係
長
（
保
健
課
長
補
佐
兼
健
康
増
進
係
長
）
宇

山
房
子
　
▽
福
祉
課
主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長
（
福
祉
課

長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
）
山
井
　
勲
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郷
土
の
人
々

「
近
世
壬
生
の
画
人
た
ち
」
（
言

　
　
　
高
須
　
甘
掌
（
た
か
す
　
か
ん
と
う
）

　
　
　
　
　
１
８
０
２
年
（
享
和
二
）
～
１
８
７
２
年
（
明
治
五
）

　
譚
は
信
盈
、
宇
は
経
三
郎
と
い
い
、

蔵
人
監
物
と
称
し
ま
し
た
。
甘
裳
は
雅

号
で
す
。
壬
生
蕃
用
人
角
田
十
郎
兵
衛

の
子
と
し
て
、
享
和
２
年
（
１
８
０
２
）

壬
生
城
下
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
高
須
家
の
養
子
と
な
り
、
家
老
職
を

勤
め
ま
し
た
。
若
年
の
頃
は
、
蕃
両
損

の
平
出
香
料
か
ら
狩
野
派
の
伝
統
手
法

を
習
得
し
、
ま
た
、
江
戸
屋
敷
に
住
み

谷
文
尼
の
門
に
出
入
り
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

　
画
風
は
、
狩
野
派
様
式
の
作
風
か
ら

南
面
様
式
、
そ
し
て
長
崎
派
風
の
精
密

な
写
生
体
と
、
非
常
に
帽
が
広
く
多
彩

で
あ
り
、
中
国
絵
画
に
留
意
し
た
様
子

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
門
下
生

の
松
本
甘
眺
（
壬
生
）
や
福
田
裳
階

（
西
方
）
、
黒
子
文
林
（
稲
葉
）
　
の
作
画

生
活
へ
と
影
響
し
て
い
き
ま
す

が
、
社
業
の
作
品
に
は
武
士
的
な

二
倣
し
さ
が
、
あ
る
面
で
は
う
か
が

え
ら
れ
ま
す
。
江
戸
末
期
に
出
版

さ
れ
た
『
百
名
家
書
画
帳
』
の
申

に
野
州
壬
生
と
し
て
高
須
甘
案
の

作
品
が
あ
り
、
ま
た
那
須
の
高
久

霧
崖
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
文
具
系

一
門
を
知
る
う
え
で
、
大
変
貴
重
な
資

料
で
す
。

　
甘
梁
が
南
画
に
移
行
し
た
の
は
、
江

戸
往
い
や
多
く
の
文
人
だ
ち
と
の
接
触

と
、
雪
耕
の
門
下
生
で
あ
っ
た
翁
崖
が

い
ち
早
く
江
戸
に
出
て
文
具
の
門
人
と

な
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
一
因
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
文
具
の
写
山
楼
に
は
、
敦
養
人
た
ち

が
、
常
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
甘

梁
も
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
武
士
で

あ
り
な
が
ら
文
人
と
し
て
の
姿
を
そ
こ

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
自
由
に

江
戸
で
の
作
画
活
動
が
、
環
境
的
に
で

き
な
か
っ
た
の
が
借
し
ま
れ
ま
す
。

　
柱
梁
は
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

９
月
1
9
目
に
7
1
歳
で
没
し
ま
し
た
。
菩

提
寺
は
、
壬
生
・
筒
先
寺
。

次
回
は
、
松
本
甘
眺
翁
で
す
。

花鳥図（早瀬義郎氏蔵）
｜

９



「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
建
設
大
臣
表
彰

　
　
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
が
受
賞

　
建
設
省
主
催
に
よ
る
第
７
回
全
国

「
み
ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
が
６
月

５
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
滝
野
す
ず
ら

ん
丘
陵
公
園
で
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、

緑
化
推
進
の
た
め
に
優
れ
た
活
動
を
行

っ
た
と
し
て
、
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
推
進
協
議
会
（
伊
藤
英
一
会
長
）
が

平
成
８
年
度
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労

者
建
設
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
設
立
以
来
、
毎
年
県

道
や
町
進
な
ど
の
ゴ
ミ
や
空
き
缶
拾
い

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
と
し
て
毎
月
２
回
、
安
塚
駅

前
通
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
管
理
を
行
う

な
ど
、
環
境
美
化
推
進
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

中
村
朋
子
さ
ん
・
福
田
キ
ヨ
さ
ん

　
　
　
厚
生
大
臣
特
別
表
彰
を
受
け
る

右
か
ら
受
賞
さ
れ
た

中
村
さ
ん
・
福
田
さ
ん
（
県
公
館
に
て
）

-

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
厚
生
犬
臣
特

別
表
彰
式
が
６
月
2
1
日
、
宇
都
宮
市
の

栃
木
県
公
館
で
行
わ
れ
、
半
可
か
ら
は

中
甘
朋
子
さ
ん
（
安
塚
コ
な
ら
び
に

福
田
キ
ヨ
さ
ん
（
六
美
可
常
一
心
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
2
3
年
５
ヵ
月
間
、
福
田

さ
ん
は
1
5
年
間
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
つ
と
め
、
町
民
の
方
々
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
地
域
福
祉
の
た
め
に

永
年
に
わ
た
り
活
動
な
さ
っ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

ヽ一

　自衛官募集相談員に、６月１日付で下記の５

名の方が町長並びに自衛官栃木地方連絡部長か

ら委嘱されました。

　削折官をめざす方や自衛官について詳細を知

りたい方など、お気軽に自衛官募集相談員まで

おたずねください。

消費生活の安定向上に尽力

　菱田素子さん　　　　県知事表彰を受ける

心

　平成８年度消費者保護功労者

の表形式が５月29目、宇都宮市

の県総合文化センターで行わ

れ、その席上、多年にわたり消

費生活の安定向上のために尽力

された功績により、菱田素子さ

ん（緑町二丁目）が県知事表彰

を受賞されました。

　菱田さんは壬生町消費老友の

会会長を12年間つとめ、会の中

心として各種視察研修会・講演

今や消費生活展などを積極的に

行い、現在も開会顧問や消費生

活相談員として活躍されていま

す。

　　　　　　　　　　　　　　10

菱田素子さん

　　写真右２番目から久保田さん、早乙女さん、船越さん、
　　松井自衛隊父兄会長、古賀栃木地述部長

○自衛官募集相談員名簿

氏　名 住　　　　所 電話番町

稲葉　富蔵 壬生町本丸２-２レア ８２－３５２１

増ｍ　芳郎 /･中央町アー１１ ８２ﾊﾟ)３０５

船越　蒙古 μ　駅束町９－５ ８２－５３６５

早乙女善剛 μ　大字安塚８８４－１４ ８２－３０６６

久保田和文 //　大字七ツ百８８-２（勤務先） ８２－２２６１
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種目で好記録が続出
　壬生町学校体育連盟（和久井宏央連盟長）主催による平成

８年度壬生町小学校陸上大会が６月20日、町総合公園陸上競

技場で行われました。

　当日は、町内８つの小学校から選抜された５・６年生が出

場、トラックの部３種目とフィールドの部２種目で競技が行

われ、各種目で好成績が続出していました。

　なお、この大会の記録上位者は、７月23日に岩舟小学校で

開催される郡大会に出場します。

二大袁纏〕

◇６年生女子

・ＮＯｍ走　１泣

　黒千加抑矩」ヽ）15秒４３

・２００ｍ走　士

　小貫　陽子（北小）31秒６５

・８００ｍ走　↓位

　長谷川あゆ美（北小）

　　　　　　　　２分50秒90

一走り帽跳び１性

　黒子知性（福利3 Hcm

・走り高跳び　１位

　小林紗知江渫小∩2 5cm

－
・
－
・

！◇6年生男子！◇5年生女子

・１００ｍ走　１位

　竹村　智成（睦小）　1緋０４

・２００ｍ走　１位

　鈴木章紀浦小）30秒１５

・１０㈲ｍ走　１位

　政策銃火（東小）

　　　　　　　　３分17秒82

・走り帽跳び１位

　東川ｲ中一（安判4 3 2cm

・走り高跳び　１位

　阿部倫之（東小）1 3 0 cm

・１００ｍ走　１位

　升永　彩　汪小）　16秒１１

・２００ｍ走　１位

　水野内千里（羽小）32秒６６

・８００ｍ走　１位

　清野　友理（東小）

　　　　　　　　　２分49秒60

・走り幅跳び　１位

　大橋麻里子（稲小）3 6 2cm

・走り高跳び　１位

　荒川友理子（東小）1 1 0 cm

◇５年生男子

ぐ００ｍ走　１位

　元水冷斗汪小）15秒78

・2㈲m走　１位

　荒川泰洋汪小）31秒５５

・１０００ｍ走　1位

　落合克典（東小）

　　　　　　　　３分28秒31

・走り幅跳び　１位

　木野内　喬（羽小）４にcm

・走り高跳び　1位

　水野内喬（羽小）1 1 5 cm

こ
ど
む
自
転
車
競
技
大
会

　
交
通
規
則
と
安
全
運
転
技
術
を
競
う

　
競
技
を
通
じ
児
童
が
自
転
車
の
正
し
い
交
通
知
　
　
　
準
優
勝

識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
習
慣
化
に
よ
っ
て

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
、
第
2
5
回
壬
生
町
交
通

安
全
こ
ど
も
自
転
車
競
技
大
会
か
ら
月
1
2
目
、
町

総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
８
小
学
校
か
ら
８

チ
ー
ム
3
2
選
手
（
Ｉ
チ
ー
ム
４
人
編
成
）
が
出
場
、

自
転
車
の
安
全
運
転
の
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
交
通
法
規
や
道
路
標
識
問
題
な
ど
の

学
科
テ
ス
ト
と
模
擬
道
路
の
安
全
走
行
テ
ス
ト
、

Ｓ
字
カ
ー
ブ
や
板
乗
り
走
行
な
ど
の
技
能
走
行
テ

ス
ト
の
総
合
得
点
で
競
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
、
審

査
員
の
厳
し
い
チ
エ
ッ
ク
に
も
め
げ
ず
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
団
体
の
部

　
優
　
勝
　
壬
生
来
小
学
校
（
鈴
木
麻
希
子
、
高

　
　
　
　
　
橋
育
子
、
坂
田
和
也
、
大
城
亜
希
予

三
　
位

稲
葉
小
学
校
（
鈴
木
克
形
、
黒
子
知

性
、
鈴
木
宏
為
、
高
橋
昌
手

羽
生
田
小
学
校
（
清
水
あ
ゆ
み
、
辻

浦
亮
子
、
佐
藤
美
喜
、
落
合
可
織
）

Ｏ
個
人
の
部

　
優
　
勝
　
坂
田
和
也
　
宝
生
来
小
字
校
）

　
準
優
勝
　
大
城
亜
希
子
宝
生
来
小
学
校
）

　
三
　
位
　
坂
入
啓
太
　
　
（
睦
小
学
校
）

　
四
　
位
　
高
橋
育
子
　
呈
生
来
小
学
校
）

　
五
　
位
　
鈴
木
宏
為
　
稲
葉
小
学
校
）

　
ま
た
、
７
月
２
日
に
大
平
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
栃
木
地
区
太
会
（
壬
生
町
、
栃
木
市
、
大
平

町
、
岩
舟
町
、
都
賀
町
の
Ｉ
市
４
町
か
ら
７
校
が

出
場
）
に
は
、
上
位
２
チ
ー
ム
が
出
場
、
町
大
会

同
様
に
両
チ
ー
ム
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、
個
人

の
都
で
大
城
亜
希
子
選
手
が
優
勝
す
る
な
ど
し
た

壬
生
来
小
学
校
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
、
稲
葉
小
学

校
チ
ー
ム
が
第
３

位
と
健
闘
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
優
勝
し

た
壬
生
爪
小
学
校

チ
ー
ム
は
、
県
大

会
（
７
月
１
８
日
、

県
体
育
館
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

１１



一

W

　
　
「
農
作
業
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
用
事
で

適
度
に
忙
し
い
の
が
健
康
の
秘
訣
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
か
ね
」
と
い
う
阿
久

津
さ
ん
ご
夫
妻
。
喜
平
さ
ん
は
民
生
委

員
と
し
て
1
5
年
以
上
活
躍
さ
れ
た
ほ

か
、
現
往
は
馬
場
、
原
宿
長
寿
会
長
を

密達者　　ソ

カッフル加

馬　場
阿久津 喜　平さん(ワフ)

ミツヱさん口跡夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
柁

自然と親しむ旅行をしてみたい

　　　　　六美町北部　　荒井　律子さん

　「テニスやエアロビクスなど休を勣かすことが

好きで、今は最近始めたルアーフィッシングが楽

しいですね」と言う律子さん、「休日は買い物、カ

ラオケなどに出掛けるほか、音楽を聞いたりフィ

ッシングをすることが多い」ということです。

　アウトドアライフや旅行なども好きだという彼

女、「自然と親しめるような旅行をしてみたいです

ね」と夢を話してくれました。

｢校舎からの風景｣

　　南犬飼中学校３年

　　　　上　岡　惇　－

肌
◎
⑩
岳

12

｢校舎からの風剽

　　南犬飼中学校３年

　　　　山　筒　美　幸



窓
口
に
届
け
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
ス
プ
レ
イ
菊
の
盛
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

1
0
年
以
上
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
喜
平
さ
ん
は
昭
和
８
年
に
壬
生
尋
常

高
等
小
学
校
合
早
業
後
、
壬
生
補
修
学

校
で
農
業
を
２
年
間
学
び
、
そ
の
後
名

称
が
変
わ
っ
た
青
年
学
校
に
３
年
間
通

い
ま
し
た
。

　
青
年
学
校
を
卒
業
後
は
実
家
で
農
業

に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
1
5
年

２
月
に
現
役
兵
と
し
て
満
州
で
国
境
警

備
な
ど
に
あ
た
り
、
昭
和
1
8
年
３
月
に

帰
国
し
ま
し
た
が
、
Ｈ
月
に
再
び
召
集

を
受
け
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
烏
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
終
戦
後
は
ラ
バ
ウ
ル
に
渡
っ
て
か
ら

昭
和
2
1
年
３
月
に
帰
国
、
実
家
仁
反
っ

て
か
ら
は
再
び
長
泉
に
従
事
、
昭
和
剥
］

年
日
月
に
は
、
仲
人
さ
ん
の
ご
紹
介
に

よ
り
姿
村
橋
本
（
現
石
橋
町
橋
本
）
　
の

出
身
で
昭
利
１
３
年
に
下
古
山
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
で
長
泉
に
従

事
し
て
い
た
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
と
結
婚
、
そ

の
後
も
お
二
人
で
農
業
を
続
け
、
現
在

も
米
や
か
ぼ
ち
や
な
ど
を
作
っ
て
い
ま

す
。
お
二
人
は
老
人
ク
ラ
ブ
や
ご
親
戚

な
ど
と
よ
く
旅
行
に
出
掛
け
る
そ
う

で
、
「
今
ま
で
に
日
本
で
有
名
な
所
は

ほ
と
ん
ど
行
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
次
女
の
ご
夫
婦
、
３
人
の
お
孫
さ
ん

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
お
二

人
、
「
犬
所
帯
で
毎
日
が
に
ぎ
や
か
で

楽
し
い
で
す
ね
」
と
幸
せ
そ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ｌ
　
ｒ
ｌ
″
、
―
－
Ｉ
　
Ｉ

窓
口
を
花
で
飾
る

　‘'･sr‾レ　　や･.:7心｀

山野上三郎さん

　
栗
原
で
ス
プ
レ
イ
菊
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
る
山
野
上
三
郎
さ
ん
よ
り
、

先
頃
、
ス
プ
レ
イ
菊
の
生
花
加
役
揚
窓

□
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
野
上
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
ス
プ

レ
イ
菊
の
栽
培
を
は
じ
め
ら
れ
、
平
成

‐

－

－

－

－

－

３
年
に
は
、
わ
ず
か
３
年
で
栃
木
県
花

き
立
毛
共
進
会
に
お
い
て
、
農
林
水
産

省
農
蚕
園
芸
局
長
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
そ
の
手
腕
は
、
県
内
花
き
関
係
者

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
届
け
ら
れ
た
黄
色
や
ピ
ン
ク
の
色
あ

ざ
や
か
な
ス
プ
レ
イ
菊
に
、
窓
□
の
言

回
気
も
明
る
く
な
り
、
訪
れ
る
方
々
に

た
い
へ
ん
奸
詐
を
得
て
い
ま
す
。

チピッ子ア几,ハム

ひ
ろ
き

博
紀
ち
ゃ
ん
〒
歳
９
ケ
互

ニ
ハ
↓
↓
　
　
い
　
バ
ニ
゛
幸
司
三
丁
目
゛

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

　
元
気
で
た
く
ま
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

ちゃん（２歳・右）和代ちゃん(6歳･左)･昌美

(幸町三丁臣
　　（父）川　高　和　弘さん

　　（母）　々　　千代美さん

言脂言ん万言一言

健康で楽しい姉妹でいてくださいね。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

町企画財政課広報広聴係（昔８２－１２３４　内線212）までお送りください。13



食
品
衛
生
講
習
会

食
申
毒
を
未
然
に
防
ご
う

　
壬
生
町
食
品
衛
生
協
会
（
巻
昌
義
継

会
長
）
で
は
６
月
1
9
日
、
食
中
毒
の
多

い
こ
の
季
節
に
備
え
、
壬
生
中
央
公
民

館
で
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
き
、
会
員

約
５
５
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
巻
高
会
長
が
「
食
品
を
扱

う
プ
ロ
と
し
て
、
食
中
毒
を
未
然
に
防

ぎ
消
費
者
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
栃
木
県
食
品
衛

生
協
会
の
矢
沢
則
雄
専
務
理
事
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
、
病
原
作
大
腸
菌
Ｏ
－

１
５
７
や
食
中
毒
を
防
ぐ
食
品
の
取
扱

い
方
な
ど
の
講
話
に
、
参
加
し
た
方
々

は
メ
モ
を
と
る
な
ど
し
て
熱
心
に
聴
い

て
い
ま
し
た
。

大
渕
智
昭
に
（
小
学
生
の
部
）
１

能
重
和
正
員
一
般
の
部
゛
力
優
勝

　
第
1
0
回
町
民
柔
道
大
会
が
６
月
2
3

目
、
町
総
合
運
動
場
武
道
館
で
行
わ
れ
、

小
学
生
と
一
般
の
部
に
わ
か
れ
て
熱
戦

写
真
右
よ
り
大
渕
く
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
能
重
さ
ん

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｏ
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
大
淵
智
昭
孚
生
来
小
６
年
）

準
優
勝
　
大
粟
諭
　
（
壬
生
来
小
６
年
）

三
　
位
　
田
中
正
洋
（
壬
生
来
小
６
年
）

ク
　
　
　
峯
　
勇
人
（
壬
生
小
３
年
）

○
一
般
の
部

優
　
勝
　
能
重
和
正

章
優
勝
　
富
沢
一
生

三
　
位
　
前
田
智
彦

（
猫
協
医
大
）

（
猫
協
医
大
）

晏
塚
南
居

　
　
　
）

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
を
展
開

上
田
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝

町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
壬
生
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
本

辰
雄
会
長
）
主
催
の
第
７
回
町
長
棒
争

奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
ら
月
2
7
日
、

町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
か
ら

３
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
６
角
変
則
リ
ー
グ
並
び
に

５
角
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
勝
敗
、
得

失
点
差
、
得
点
率
に
よ
る
総
合
成
績
の

結
果
、
上
田
チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
優
勝
し
た
上
田
チ
ー
ム
は
、

９
月
に
県
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
る

第
1
2
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

大
会
成
績

　
優
　
勝
　
上
田
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
原
理
チ
ー
ム

　
三
　
位
　
上
長
田
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
北
小
林
チ
ー
ム

　
第
９
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
1
8

日
、
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
行

わ
れ
、
男
子
の
部
８
１
名
、
女
子
の
部

1
6
名
の
計
9
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
悪
天
候
に
も
め
げ
ず
に
自
慢
の
腕

ロス

″
｀
。
‘
一
り
１
ご
８
一
八
）

心
５
‐
（
５
一
８
一
フ

いｼﾞ
ｰ
68.2

一一一一一一
　　８１

　　68.6

－一一一一一一

　　68.8

－一一一一一一
　　68.8

－一一一一一一
　　69.0

大井　久

一一一一一一一
星　幸男

の嗇

-
　勝

優

一一ヽ-

中島　康夫

一一一一一一一一一
松本　広志

一一一一一一一一一
高橋　正義

Ｑ
ノ
ー
／
り
Ｉ
Ｑ
ノ
ー
０

フ
ー
ｎ
ソ
ー
８
一
フ

一一一一一一

　　87

　　69.4

－一一一一一一
　　69.6

－一一一一一一
　　69.8

－一一一一一一

　　70.0

－一一一一一一

　　70.2

小田垣忠宏

一一一一一一一一･
出田　一剛

一一一一一一一一一
横倉　正樹

一一一一一一一一･
斉藤　裕一一

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
、

り
で
す
。

　87

-一一

　90

-一一

101

-一一

　97

･一一

　88

70.2

－一一

73.2

－一一

74.6

－一一

75.4

78.斗
-
スコア

一一一一一--一一一一一
　谷田部民治

　鈴木　啓子

--一一一一--一一一一
　楡井はるみ

ｰ一一一一一一-一一一一
　小田垣ヒデ子

-一一一一一一-一一一一
　浅見　年子

-一一一一一一-一一一一
　天野　優子

号
位
征
径
征
穏
径
径
穏

妾
一
３
一
連
こ
５
一
６
一
７
I
C
X
3
1
９
一
〇

開
架
曼
弟
矢
第
曼
架
豹

勝優
----一一一
　準優勝

----一一一
　第３位

----一一一
　第４位

一---一一一

５位第

　　　70

一一一一一一一

　　　74

一一一一一一－

　　　76

　斉藤　裕一

--一一一一一--一一一
　中尾端一郎

一一一一一一一一一一一一
　木村　勝雄

左
表
の
と
お

曼
7
6

広志

--一一一-
拓男

スコア

ー

-一一--
松本

一一一--
鈴木

一剖尚∧

安楽

　優　勝

一一一一一一一
　準優勝

一一一一一一-
　第３位

一一一一一一-
　第４位

　一一一一一一-
　第５位

ロス

優　勝

1斗



関
東
中
学
校
バ
レ
ー
県
予
選
会

壬
生
申
学
校
（
≒
）
が
優
勝

J

平
成
８
年
度
関
東
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
　
　
ー
ル
大
会
栃
木
県
予
選
会
が
６
月
６
、

優
勝
の
壬
生
中
バ
レ
ー
部

７
日
の
両
日
、
河
内
町
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
県
内
の
2
7
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
壬
生
中
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
が
男
子
の
部
に
出
場
、
１
回
戦

か
ら
準
決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち
進
み
、

決
勝
で
は
藤
原
と
対
戦
、
Ｉ
セ
ッ
ト
1
5

１
７
、
２
セ
ッ
ト
1
5
－
1
2
と
ス
ト
レ
ー

ト
で
確
り
、
見
事
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
優
勝
し
た
壬
生
中
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
は
、
７
月
６
、
７
日
に
千

葉
県
習
志
野
市
、
７
月
只
1
4
日
に
神

奈
川
県
綾
瀬
市
で
行
わ
れ
た
他
県
と
の

交
流
試
合
に
出
場
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
教
室
・
交
流
大
会

(こ

○
―
位

○
２
位

○
３
位

栃
本
キ
ヌ
ヱ
　
（
台
　
ザ

寺
内
　
廣
子
（
上
　
坪
）

三
上
　
和
枝
（
至
宝
町
庶

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

恋
猫
の
声
う
る
さ
く
て
目
ざ
む
れ
ば

枕
時
計
は
四
時
す
こ
し
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

腹
の
虫
お
さ
ま
ら
な
く
て
つ
ぶ
や
け
ば

柳
さ
ら
さ
ら
凰
に
流
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

孫
の
来
て
お
玉
じ
ゃ
く
し
を
捕
り
て

き
ぬ
前
足
生
え
し
も
少
し
混
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

五
月
末
ニ
ケ
月
ぶ
り
に
退
院
し

し
み
じ
み
吸
い
ぬ
旨
き
空
気
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
キ
ミ

俳
　
　
句

銀
輪
の
連
な
り
て
ゆ
く
夏
本
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

パ
ン
の
微
量
の
ご
と
く
に
生
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
重
子

春
愁
や
コ
ー
ヒ
ー
濃
く
入
れ
網
戸
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

大
き
富
士
車
窓
に
入
れ
て
初
夏
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ

ノ
ー
ー
’
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
ｋ
、
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気
軽
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

　
町
教
育
委
員
会
お
よ
び
町
体
育
指
導

委
員
会
で
は
、
平
成
８
年
度
婦
人
ス
ポ

ー
ツ
活
動
推
進
事
業
と
し
て
様
々
な
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
交
流
大
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
・
交
流
大
会
が

６
月
９
日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、

町
内
在
住
の
ご
婦
人
１
０
１
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

で
ル
ー
ル
や
ボ
ー
ル
の
打
ち
方
な
ど
を

学
ん
だ
あ
と
、
東
・
西
コ
ー
ス
あ
わ
せ

て
1
6
ホ
ー
ル
を
ま
わ
る
交
流
試
合
が
行

わ
れ
、
気
軽
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。



　
町
で
は
、
平
成
９
年
度
に
採
用
す
る

職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

（
本
庁
２
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

（
郵
送
で
の
請
求
も
で
き
ま
す
）

職
種
及
び
採
用
人
員

◇
一
般
事
務
　
　
２
名

　
・
昭
和
4
6
年
４
月
２
口
か
ら
昭
和
5
4

　
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

住
居
用
件

・
通
勤
時
間
が
お
お
む
ね
5
0
分
以
内
の

　
方

手
　
続
　
き

・
職
員
採
用
試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、

　
７
月
２
２
口
か
ら
役
場
総
務
部
総
務
課

どくカ≪aうりまず
きをっけましょう。

受
付

・
７
月
2
2
日
（
且

盲

～
８
月
９
目
（
言

受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
3
0

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

試
　
験
　
日

・
９
月
2
2
目
（
且

間
合

先

・
町
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係

　
　
　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
２
０
７

マ
ム
シ
に
ご
注
意

|回1いろと謳逞いろがいまｔ

　
町
内
の
黒
川
や
思
川
な
ど
に
は
、

マ
ム
シ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
河

川
敷
や
そ
の
近
く
の
茂
み
に
入
る

と
き
は
、
十
分
注
意
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
も
し
、

　
　
か
ま

‐
‐
ブ
言
言
、
か

百
二
万
一
…
…
一

”

、
一
一
一
・
、

‐ ‐‐
・
一
一

・
・
一

‐ ‐
一
一
。

’
・
・

心
と
き
は

匹
土
石
ず
つ

言
四
辻
言
　
⊇
プ
う

上
⊃
づ
万
・
・
　
∇
　
・
．
．
’

W

ぷ ‾ －

ay･･:ﾀﾞj･＼北方の領土のがこえる日平和の日

配ぐ　　　８月は北方領土返還運動全国強調月間です

JI　　　く歯舞群島、色丹島、国後島､択捉島〉いわゆる北方領土は、

を　　　いまから三百年以上も前からわたしたちの先人が開拓し、住み

……でt°……:……ｼ　
・北方領土略図・　　　　、｡｡ｓ。　　１８５５年2月７日の

程
度
の
強
さ
で
す
。
頭
や
顔
面
は
、

ら
な
い
で
結
構
で
す
。

、
で
さ
れ
ば
か
ま
れ
た
之

広
口
を
あ
て
、
毒
を
吸
に

一
こ
く
だ
さ
い
。

　
毒
は
、
飲
み
込
ん
で
も
さ
し
つ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

十
二
∇
　
言
言
∇
□
ノ
八
二
二
・
・
。
八
一

‐
‐
‐

‐
・
・
・

あ
わ
て
ず
、
普
通
の
速
度

ま
す
。
決
し
て
、
走
っ
た
り
酒
を
飲

ん
だ
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
毒
の

日露通好条約でも、こ

の西島は日本の領土で

あることが確認されま

した。

　日本固有の領土であ

る北方領土の一目も早

い返還は、わたしたち

日本人一人ひとりの願

いです。

〔千島列島〕

］

ゾ

(オホーツク海)

　樺太

(からふと

〔北方領土〕

ノ

温旨
ノ

L_……_　　　　　　　__.._!登-!り　　　　　　__.,.._」

吸
収
を
早
め
ま
す
。
も
し
、
氷
が
あ

れ
ば
か
ま
れ
た
部
分
を
冷
や
し
な
が

ら
病
院
へ
行
き
ま
す
。

　
血
清
は
次
の
病
院
に
あ
り
ま
す
。

○
濁
協
医
大
病
院
（
普
8
6
－
１
１
１
古

○
西
方
病
院
（
�
9
2
１
２
３
２
３
）

　
　
　
訂
　
正

　
６
月
号
Ｈ
ぺ
九
ン
、
「
斎
藤
玄
昌
顕

参
会
が
発
足
」
の
記
事
中
、
顕
彰
会

（
大
山
田
正
夫
会
長
）
と
あ
る
は
、
顕

彰
会
（
犬
山
正
夫
会
長
）
の
誤
り
で
す

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す

｀Ｗ／

‾‾‾‾‾‾扁‾］

　石丁|

　　　｜

　性

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

一石
１
万
円
③
　
壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
様

▽
．
　
五
－
ぐ
　
　
　
　
．
．
―
　
　
じ
・
ノ

‐ ‐ ‐

蚤
１
万
円
③
　
　
　
　
匿
名
格

‐ ‐‐ ‐

Ｆ

’
‐
－
－
－
－
－
―
’
―
―
‐
－
－
－
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
’
‐
－
－
－
－
－
－
－
―
－
－
－
－
―
’
一
一

Ｌ

金
１
万
４
千
５
０
０
円
⑨

　
宇
都
宮
信
用
金
庫
壬
生
店

　
　
　
　
　
　
う
し
ん
き
ん
旅
行
会
縁

合
５
千
円
①
　
　
　
　
早
乙
女
米
子
様

金
１
０
万
円
⑩
　
　
　
伏
水
美
佐
恵
縁

合
１
０
万
円
①
　
　
　
巻
高
　
克
代
縁

月
の

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
９
月
２
日
）

●
国
民
年
金
（
８
月
分
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
８
月
3
0
日
）

納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

まﾉもﾉめ:jうご:1

　　　　７月１日現在

総人口39,882人（　３）

　男　19,621人（　10）

　………女☆=ﾉ2.0｡26.1人1::･｡･（ムサ7ぐ）

世帯数上112,3的世帯∧（尚JJ14.1）

　　　（　）内は前月比
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